
～第７９８２回～

白馬岳・雪倉岳・朝日岳

～Ｈ２８．７．２８－３１～

１日目

今回の山行は磐田支部 3名、静岡西支部 1名の計 4名が参加した。猿倉から白馬大雪渓
を登り、白馬岳、雪倉岳、朝日岳を歩き、蓮華温泉へと下山するコースである。8:00村
営猿倉荘（1,250ｍ）を曇り空の中、出発。9:10白馬尻小屋（1,560ｍ）へ到着、これか
ら登る大雪渓が見えてくる。軽アイゼンを装着して雪渓歩きを始めたが、上からひんや

りとした空気が流れてきて、天然クーラーといった感じである。2時間程雪渓を登り、
昼食をとっていたら、下から続々と登ってくる人達が大変苦しそうな顔をしていた。

11:00また雪渓を登り始め、途中クレバスを避けたルートを通り、傾斜もきつくなり苦
しい登りとなってきた。13:00雪渓から岩場の道へ入り一休みしていると、ルートから
外れたところで大きな岩がガラガラと音をたて斜面が崩れてくる光景を何度も見た。ル

ート上ならと背筋が寒くなる思いだった。避難小屋を過ぎたところから、お花畑がずっ

と続き、疲れた体を癒してくれる。たくさんの花の写真を撮ることが出来た。15:00村
営頂上宿舎（2,730ｍ）に到着する。16人部屋に我々4人だけ、とても空いている。夕
食は何とバイキング方式でたくさんのおかず、美味しいご飯にありつけ満腹状態で眠り

についた。

二日目

4：30起床。昨夜の雨が嘘のような快晴。5：00朝食、豪勢な食べ放題バイキング！こ
れが山小屋の朝食か？ 6:10出発。杓子岳や遠く剣岳、立山を見ながら登る。6：30白
馬山荘を通過し、7：00白馬岳山頂（2,932.3ｍ）雲海がすばらしい。7：45三国境（2,751
ｍ）だんだん霧が濃くなって展望がない。9：30避難小屋（2,440ｍ）10：25雪倉岳山
頂（2610.9ｍ）立派な石で出来た山頂標識がある。残念ながら濃霧で眺望は良くないが、
ウルップソウやシモツケソウなどの高山植物の楽園が延々と続く。11:15早めの昼食を
とり、12：45ツバメ平を通過して、水平道分岐から朝日小屋をめざす。水平道と名付
けられているが、アップダウンが激しい道で、もうひと踏ん張りがキツイ。15：10朝
日小屋に到着、9時間の山行である。部屋は 8人部屋に 7人泊まり、扇風機が設置され
快適だが、同室の喧騒な 3人パーティに我慢して早く就寝する。
三日目

朝日小屋 6:00出発、小屋の主人から「蓮華温泉まで木道は濡れて滑り易いから注意し
て下さい」とアドバイスを受け出発。虫刺されに悩まされながら、草原上の木道の道を

行くがすぐ急登となる。湿原が現れ花が咲き乱れる中、変化に富んだ道を歩き朝日岳山

頂に着いた。山頂に 2等三角点と石の方位盤があるが霧で真っ白。天望はなく残念。道
標の蓮華温泉に従い下ると、斜面一面にハクサンコザクラ・チングルマが咲き乱れて凄

く綺麗だった。鞍部に着くと、栂海新道との分岐。分岐を過ぎると、水が縦横に流れ段



差のある登山道に出る。気を付けて進むが、前のパーティーの一人の女性が濡れた木道

で足を滑らせ倒れていた。重症らしかった為、声をかけたが「大丈夫」と言われ、言伝

を預かって先に進むとアヤメの群生地に出た。オニシオガマ・ニッコウキズケの咲く中、

私達が昨日歩いてきた雪倉岳の山並が見え感無量だ。五輪の森を過ぎるとこれから巡る

穏やかな尾根が見えた。広い湿原を抜けると花園三角点。これより樹林帯に入り、ひた

すら下る。日高地沢の川原に出た。鉄橋を渡るとアッブダウンが始まり、二つ目の鉄橋

からは急登が続く兵馬ノ平の湿原。一呼吸するが最後の急登が続き辛かった。野鳥の森

が現れるとやっと穏やかな道。キャンプ場を過ぎ林道に出ると蓮華温泉。ヤッタね！ホ

ッとして腰が抜けそう。五輪尾根は長く厳しかったが、花がたくさんありとても綺麗だ

った。三日間、花・花・花の花めぐりの山旅だった。

四日目

蓮華温泉（4つの秘湯巡り）でゆっくり山行疲れをとり、8：15平岩駅行きバスに乗る。
9：28発のＪＲ大糸線に乗って白馬駅で下車。タクシーで登山口の猿倉に戻り、無事に
山行を終える。

参加者：4名（磐田 3、静岡西 1）
地図：白馬岳・白馬町

コースタイム 猿倉 800…白馬尻 910…葱平 1130…避難小屋 1330…頂上宿舎 1500-610…
白馬山荘…白馬岳 700…三国境 745…避難小屋 930…雪倉岳 1025…ツバメ平 1245…朝日
小屋 1510-600…朝日岳山頂 650-700…栂海新道分岐 735…五輪の森 920…花園三角点
1015…お昼 1055-115…日高地沢橋 1145-55…兵馬ノ平 1335…蓮華温泉 1435
記録：磐田（M.H&M.N）・静西（S.Y）

蓮華温泉の露天⾵呂から雪倉岳と朝⽇岳を望む



⽩⾺岳⼿前 雪渓とウルップソウ


